
ユーザの更新

この章では、Cisco Unified Communications Managerデータベース内の既存のユーザレコードを
更新する方法について説明します。

• CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新（1ページ）
• Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新（8ページ）
•ユーザ更新の設定（9ページ）
•ユーザの更新関連のトピック（16ページ）

CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新
一括管理（BAT）スプレッドシートで作成したカンマ区切り値（CSV）データファイルを使用
してデータベース内の既存のユーザー情報を更新することも、テキストベースのカスタムCSV
ファイルを使ってユーザーファイル形式を更新することもできます。

UnifiedCMディレクトリにすでに保存されている既存のユーザ情報と設定値を保持することが
できます。

テキストベースのカスタム CSVファイルを使用したユーザ更新トランザクションでは、ユー
ザテンプレートは必要ありません。ユーザテンプレートを選択した場合、CSVで指定されて
いないフィールドがテンプレートから更新用に取得されます。それ以外の場合はフィールドが

無視されます。また、無視すべきフィールド用に別の値（#など）を指定した場合、値 #を持
つフィールドが無視されます。そのようなフィールドでは、空白は無視すべき値ではないため

です。

すでにエンドユーザに関連付けられたデバイスを関連付け解除するために一括管理ツール

（BAT）を使用することはできません。エクスポート済みエンドユーザレコードから管理対
象デバイスを手動で削除した後、変更したユーザレコードを Cisco Unified Communications
Managerデータベースにカスタム CSVデータファイルとして挿入し直した場合、[一括管理
（Bulk Administration）]> [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を使ってジョブ結果を確認
すると、挿入操作が成功したように見えます。しかし、エンドユーザページに管理対象デバ

イスが表示されたままになります。

（注）
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手順

ステップ 1 更新するユーザごとの値を定義した CSVデータファイルを作成します。

ステップ 2 データベースに存在する更新されたユーザーレコードを挿入するには、を使用します。

関連トピック

BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSVデータファイルの作成（3ページ）
更新中の既存のユーザ情報の保持（2ページ）
ユーザの更新関連のトピック（16ページ）
ユーザファイル形式の更新

Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新（8ページ）

更新中の既存のユーザ情報の保持

ユーザレコードを更新するときに、すでに Unified CMディレクトリに保存されたユーザに関
する値や設定を保持できます。値を保持する必要のあるフィールドに対して、「#」などの記
号を使用できます。次のサンプル CSVデータファイルで使用される #は、DCディレクトリ
に入力済みの値を [マネージャ（Manager）]フィールドに保持するよう BATに指示します。
userid,#,department,,,123456789012,

保存済みの値を保持するために使用すべき値を識別するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）]の
順に選択します。

[ユーザ更新の設定（User Update Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールドに注目してください。更
新後のユーザ値を含む CSVデータファイルを挿入するときには、このボックスで値の保持用
に使用した記号を入力する必要があります。

ステップ 3 値を保持するために使用する記号を決定します。

ステップ 4 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールド内のこの値を、BATスプ
レッドシートボックスに入力します。

ステップ 5 BATスプレッドシートフィールド内のこの記号を、保持すべき値に対して使用します。

関連トピック

ユーザの更新関連のトピック（16ページ）
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BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用CSVデータファイルの
作成

BATスプレッドシートを使用して、既存のユーザのグループを更新するための CSVデータ
ファイルを作成できます。

BATスプレッドシートで行を追加した後、その内容を CSV形式のデータファイルにエクス
ポートできます。エクスポート済みの CSV形式ユーザ更新データファイルには、次のような
デフォルトのファイル名が割り当てられます：

Update_Users-timestamp.txt

ここで、<timestamp>はファイルが作成された正確な日時を表します。

システムはデフォルトのファイル名を使用して、ファイルをC:\XlsDataFiles\に保存しま
す。または、ローカルワークステーション上の既存の別のフォルダにファイルを保存すること

もできます。エクスポートしたファイルをローカルワークステーションに保存したら、CSV
形式のデータファイルの名前を変更できます。いずれかのフィールドにカンマを入力すると、

BAT形式にエクスポートする際に BAT.xltはそのフィールドエントリを二重引用符で囲みま
す。

CSVファイル名にカンマが含まれていると（例：abcd,e.txt）、サーバにアップロードできま
せん。

スプレッドシートに空の行を含めた場合、システムでは空の行をファイルの終わりとして扱い

ます。空白行の後ろに入力したデータは、BAT形式に変換されません。

（注）

すでにエンドユーザに関連付けられたデバイスを関連付け解除するために一括管理ツール

（BAT）を使用することはできません。エクスポート済みエンドユーザーレコードから管理対
象デバイスを手動で削除した後、変更したユーザーレコードをUnifiedCommunicationsManager
データベースにカスタム CSVデータファイルとして挿入し直した場合、[一括管理（Bulk
Administration）]> [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]を使ってジョブ結果を確認すると、
挿入が成功したように見えます。しかし、管理対象デバイスは Cisco Unified Communications
Manager Administrationの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウのリスト
に引き続き含まれます。

手順

ステップ 1 BAT.xltファイルをダウンロードして開きます。

ステップ 2 スプレッドシートの機能を使用するように求められたら、[マクロを有効にする（EnableMacros）]
をクリックします。

ステップ 3 ユーザ情報を追加するには、スプレッドシートの下部にある [ユーザの更新（Update Users）]
タブをクリックします。

ステップ 4 すべての必須フィールドと関連するオプションフィールドに値を入力します。
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各列の見出しではフィールドの長さが指定され、また必須であるか、オプションであるかも指

定されます。フィールドの説明については、「表 1 :ユーザ更新のための BATスプレッドシー
トのフィールドの説明（4ページ）」を参照してください。

ステップ 5 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールドでは、DCディレクトリ
に保存されていた値を保持するよう BATに指示するために使用する記号を入力します。保持
するフィールドの値に、同じ値を入力します。

ステップ 6 BAT Excelスプレッドシートから CSVファイルにデータを転送するには、[BATにエクスポー
ト（Export to BAT）]をクリックします。

システムはデフォルトのファイル名 Update_Users-timestamp.txtを使ってC:\XlsDataFiles\
にファイルを保存します。または、[参照（Browse）]を使用して、ローカルワークステーショ
ン上の既存の別のフォルダにファイルを保存することもできます。

CSVデータファイルの読み取り方法を確認するには、BAT内の [ユーザの更新（UpdateUsers）]
ウィンドウの [サンプルファイルの表示（ViewSampleFile）]リンクをクリックしてください。

次のタスク

BATから CSVデータファイルにアクセスできるようにするには、CSVデータファイルを
Unified CMサーバの最初のノードにアップロードする必要があります。

関連トピック

ユーザの更新関連のトピック（16ページ）
ファイルのアップロードおよびダウンロード

サーバへのファイルのアップロード

BATスプレッドシートのユーザデータ更新フィールドの説明
次の表では、BATスプレッドシートでユーザ詳細を更新するためのフィールドについて説明し
ます。

表 1 :ユーザ更新のための BATスプレッドシートのフィールドの説明

説明フィールド

電話ユーザの姓を、1文字以上 128文字以下で入力します。ユーザー ID

この電話ユーザに対して、マネージャのユーザ IDを 128文字
以内で入力します。

[マネージャユーザ ID
（Manager User ID）]

ユーザの更新
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説明フィールド

ユーザが Cisco IP Phone Configurationウィンドウにアクセス
するために必要なパスワードを、最大128文字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用してパス
ワードを指定する必要があります。各ユーザまたはユーザグ

ループの個々のパスワードを適用する場合、CSVファイルでパ
スワードの情報を指定します。すべてのユーザにデフォルトの

パスワードを使用する場合は、ユーザを BATに挿入するとき
にデフォルトのパスワードを指定します。

パスワード（Password）

この電話ユーザに対して、部署番号を 64文字以内で入力しま
す。

[部署名（Department）]

このユーザとデバイスのデフォルトプロファイルを、50文字
以内で入力します。BATで表示される Unified CMの管理の、
既存のUDPのリストから、ユーザデバイスプロファイルを選
択できます。

[デフォルトのプロファイル
（Default Profile）]

このユーザと関連付ける言語と国のセットを、50文字以内で
入力します。この選択により、このユーザに対して存在する文

化依存属性と、UnifiedCMのユーザウィンドウと電話機でユー
ザに表示される言語が決まります。

[ユーザロケール（User
Locale）]

ユーザが Cisco IP Phone Configurationウィンドウにアクセス
するために必要なパスワードを、最大128文字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用してパス
ワードを指定する必要があります。各ユーザまたはユーザグ

ループの個々のパスワードを適用する場合、CSVファイルでパ
スワードの情報を指定します。すべてのユーザにデフォルトの

パスワードを使用する場合は、ユーザを BATに挿入するとき
にデフォルトのパスワードを指定します。

パスワード（Password）

エクステンションモビリティに使用する個人識別番号（PIN）
を、128桁以下の数字で入力します。

ユーザテンプレートを追加するときには、CSVデータファイ
ルで、または、BATユーザインターフェイスを使用して PIN
を入力する必要があります。各ユーザまたはユーザのグループ

の個々の PINを適用する場合は、CSVファイルで PINを指定
します。すべてのユーザにデフォルトの PINを使用する場合
は、ユーザを BATに挿入するときにデフォルトの PINを指定
します。

PIN
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説明フィールド

電話機のプライマリエクステンション（通常は、回線1）の電
話番号を最大 64桁の数字で入力します。

[電話番号（Telephone
Number）]

このフィールドはユーザを追加した後に表示され、そのユーザ

のプライマリ電話番号を表します。デバイスをユーザに関連付

ける場合は、プライマリラインを選択しません。ユーザは、

電話機に複数の回線を接続できます。

Unity Ingegration用にシステムを設定する場合は、[ボイスメー
ルボックスの作成（Create Voice Mailbox）]リンクが表示され
ます。

[プライマリエクステンション
（Primary Extension）]

Cisco SoftPhoneおよびUnified CMAttendant Consoleのユーザに
必要なこのフィールドは、ユーザが追加された後に表示されま

す。

[関連付けられた PC
（Associated PC）]

このユーザの IPCC内線を最大 50文字で入力します。[IPCC内線（IPCCExtension）]

ユーザの電子メールアドレスを、255文字以下で入力します。[メールID（Mail ID）]

データベース番号（プレゼンスエンティティ）のステータス

を監視する BLFプレゼンスグループを入力します。

BLFプレゼンス機能の詳細については、『Feature Configuration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してく
ださい。

[BLFプレゼンスグループ
（BLF Presence Group）]

UnifiedCM管理で設定されたすべてのコーリングサーチスペー
スが、[SUBSCRIBEコーリングサーチスペース（Subscribe
Calling Search Space）]ドロップダウンリストボックスに表示
されます。

SUBSCRIBEコーリングサーチスペースは、UnifiedCMがユー
ザから発信されたPresenceサブスクリプション要求をルーティ
ングする方法を決定します。この目的で明示的にコーリング

サーチスペースを設定するには、すべてのコーリングサーチ

スペースを設定する場合と同じようにコーリングサーチスペー

スを設定します（[コールルーティング（Call Routing）] > [ク
ラス制御（Class Control）] > [コーリングサーチスペース
（Calling Search Space）]）。

コーリングサーチスペースをセットアップするには、『Cisco
Unified Communications Manager Online Help』を参照してくださ
い。

[SUBSCRIBEコーリングサー
チスペース（Subscribe Calling
Search Space）]
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説明フィールド

SIPを実行している電話のダイジェスト認証を設定する場合、
電話が Unified Communications Managerに SIPリクエストを送
信するたびに、UnifiedCMは電話のアイデンティティを確認し
ます。このフィールドに入力したダイジェスト資格情報は、[電
話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで、ダイジェス
トユーザを選択した場合に、電話機に関連付けられます。

最大で 128文字の英数字を使用する文字列を入力します。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

[Digest Credentials（ダイジェス
ト信用証明書）]

ユーザが所属するユーザグループを入力します。

[ユーザグループ（User Group）]フィールドは、
[ユーザグループの数（Number of User Group）]
フィールドに 1よりも大きな値を設定した場合に
表示されます。

（注）

[ユーザグループ（User
Group）]

このユーザのプライマリエクステンションに関連付けるプラ

イマリディレクトリURIを入力します。username@hostの形式
で入力してください。最大 47文字の英数字からなるユーザ名
を入力します。ホストアドレスには、IPv4アドレスまたは完
全修飾ドメイン名を入力します。

Unified CMの管理ページで、引用符またはコンマ
が組み込まれた複数の URIを入力できます。ただ
し、一括管理を使用して、二重引用符およびコン

マが組み込まれた複数のディレクトリ URIが含ま
れている CSVファイルをインポートする場合は、
ディレクトリ URI全体を引用符で囲み、組み込ま
れた引用符を引用符でエスケープする必要があり

ます。たとえば、「Jared, "Jerry",Smith@test.com」
というディレクトリ URIは、CSVファイルでは
「"Jared,""Jerry"",Smith@test.com"」と入力する必要
があります。

（注）

[Directory URI]

セルフサービスユーザ IDは、ユーザを識別するために使用さ
れる DTMF数字列です（通常はユーザの電話番号と同じで
す）。

[セルフサービスユーザ ID
（Self-Service User ID）]

[ユーザプロファイル（UserProfile）]は、ユーザのグループ全
体にわたって共有される設定の集合です。このプロファイル

は、新しいデバイスを作成する際に使用されます。

[プロファイル（User Profile）]
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説明フィールド

ExtensionMobility（EM;エクステンションモビリティ）および
Extension Mobility Cross Clusterのユーザの最大ログイン時間を
入力します。値を分単位で入力します。値の範囲は 0～ 10080
分（7日間）です。

[EM最大ログイン時間（EM
MAX LOGIN TIME）]

Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内の
ユーザ情報の更新

Cisco Unified Communications Managerディレクトリで、ユーザレコードのグループを更新でき
ます。

始める前に

更新されるユーザ情報を含む .csvデータファイルが必要です。

手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] >
[カスタムファイル（Custom File）]の順に選択します。

[ユーザ更新の設定（User Update Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [ファイル名（File Name）]ドロップダウンリストボックスから、この一括トランザクション
用に作成した .csvデータファイルを選択します。

アップロードした .csvデータファイルを表示するには、[ファイルの表示（View
File）]をクリックします。

サンプル .csvデータファイルを表示するには、[サンプルファイルの表示（View
Sample File）]をクリックします。

（注）

ステップ 3 [ユーザテンプレート名（User Template Name）]ドロップダウンリストボックスから、この一
括トランザクション用に作成したユーザテンプレートを選択します。

ステップ 4 [無視するフィールドの値（Value for fields to be ignored）]フィールドでは、DCディレクトリ
に保存されていた値を保持するよう Unified CM一括管理ツールに指示するための記号を入力
します。

ユーザ更新用に .csvファイルに入力した値は、ユーザテンプレート内の値をオー
バーライドします。

（注）

ステップ 5 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 6 ユーザレコードの更新方法を選択します。次のいずれかを実行します。

ユーザの更新
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•すぐにユーザレコードを更新する場合は、[今すぐ実行（Run Immediately）]をクリックし
ます。

•ユーザレコードを後で挿入する場合は、[後で実行（Run Later）]を選択します。

ステップ 7 ユーザレコードを更新するためのジョブを作成するには、[送信（Submit）]をクリックしま
す。

このジョブをスケジュールまたはアクティブ化するには、[一括管理（BulkAdministration）]メ
インメニューの [ジョブスケジューラ（Job Scheduler）]オプションを使用します。

関連トピック

BATログファイル
BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSVデータファイルの作成（3ページ）
更新中の既存のユーザ情報の保持（2ページ）
スケジュールしたジョブの管理

ユーザの更新関連のトピック（16ページ）

ユーザ更新の設定
一部のフィールドに表示される値は、から取得されます。を使用してこれらの値を設定する

必要があります。

一部のフィールドには2つのチェックボックスがあることに注意してください。最初のチェッ
クボックスは、そのフィールドを更新する必要があるかどうかを決定し、2番目のチェックボッ
クスはそのフィールドに使用する値を決定（オン/オフ）します。

（注）

そのフィールドを更新する必要がある場合は、1つ目のチェックボックスをオンにします。選
択したユーザにオンにした値を適用する場合は、2つ目のチェックボックスをオンにします。
たとえば、[ホームクラスタ（HomeCluster）]の1つ目のボックスをオンにして、2つ目のボッ
クスをオフにした場合は、[ホームクラスタ（Home Cluster）]のオフ値でユーザが更新されま
す。

ヒント

次の表に、クエリオプションを使用してユーザを更新する場合に使用可能なすべてのフィール

ドの説明を示します。

表 2 :ユーザの更新に関するフィールドの説明

説明フィールド

ユーザ情報（User Information）

ユーザの更新
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説明フィールド

この電話機のユーザのマネージャユーザ IDを最大 128文
字で入力します。

[マネージャユーザID（Manager
User ID）]

この電話機のユーザの部門番号を最大 64文字で入力しま
す。

[部署名（Department）]

Cisco SoftPhoneユーザと Cisco Unified Communications
Manager Attendant Consoleユーザに必須のこのフィールド
は、ユーザの追加後に表示されます。

[関連付けられたPC（Associated
PC）]

このユーザに関連付ける言語と国のセットをドロップダウ

ンリストから選択します。この選択によって、このユーザ

に関して存在する文化依存の属性と、Cisco Unified
Communications Managerのユーザウィンドウと電話機に表
示される言語が決定されます。

[User Locale（ユーザロケール）]

実行中の電話機に対するダイジェスト認証を設定した場合

は、電話機が Cisco Unified Communications Managerに SIP
要求を送信するたびにCiscoUnifiedCommunicationsManager
が電話機の IDを確認します。このフィールドに入力した
ダイジェストクレデンシャルは、[電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウでダイジェストユーザを選択す
るときに、電話機に関連付けられます。

最大 128文字の英数字からなる文字列を入力します。

ダイジェスト認証の詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してくださ
い。

[ダイジェストクレデンシャル
（Digest Credentials）]

ダイジェストクレデンシャルが正しく入力されたことを確

認するために、このフィールドにクレデンシャルを再入力

します。

[ダイジェストクレデンシャルの
確認（Confirm Digest
Credentials）]

[サービスの設定（Service Setting）]

エンドユーザがこのクラスタに関連付けられている場合

に、このチェックボックスをオンにします。エンドユーザ

は社内の 1つのクラスタに関連付ける必要があります。

エンドユーザが複数のホームクラスタに関連

付けられている場合は、IM and Presence機能が
正しく動作しません。

（注）

[ホームクラスタ（Home
Cluster）]

ユーザの更新
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説明フィールド

IM and Presence機能のエンドユーザ（ホームクラスタ上）
を有効にする場合に、このチェックボックスをオンにしま

す。IM and Presence機能は関連するサービスプロファイル
で設定します。

IM and Presence機能は、この Unified CMクラ
スタがホームクラスタとして指定されている

ユーザに対してしか有効にすることができませ

ん。

（注）

[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設
定（User Settings）] > [UCサービス（UC
Service）]メニューを使用して、IMandPresence
機能を設定します。

ヒント

Enable User for Unified CM IM and
Presence

システムが非平衡の場合、エンドユーザーを、クラスタに

インストールされた サーバーに割り当てます。一括管理

ツールを使用して指定したサーバは、プレゼンス冗長グルー

プに含める必要があります。

IM and Presenceサーバのユーザ割り当てモードが平衡化ま
たはアクティブ/スタンバイに設定されたクラスタでは、一
括管理ツールを使用して設定されたユーザ割り当てによっ

て自動ユーザ割り当てがオーバーライドされます。

[割り当て済みプレゼンスサーバ
（Assigned Presence Server）]

エンドユーザに関連付けるUCサービスプロファイルをド
ロップダウンリストボックスから選択します。

[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設
定（User Settings）] > [サービスプロファイル
（Service Profile）]メニューを使用して、エン
ドユーザのサービスプロファイルをセットアッ

プします。

（注）

[UCサービスプロファイル（UC
Service Profile）]

CUCM IM and Presenceサーバ間の同期を確立して、プレゼ
ンス機能で会議情報を追加できるようにする場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[ホームクラスタ（Home Cluster）]と [Unified
CMIMandPresenceでのユーザの有効化（Enable
User for Unified CM IM and Presence）]が有効に
なっている場合にのみ、このフィールドにアク

セスできます。

（注）

[プレゼンスに会議情報を含める
（Exchange Presence Gatewayを
CUCM IM and Presenceサーバで
設定する必要があります）

（Include Meeting Information in
Presence (Requires Exchange
Presence Gateway to be configured
on CUCM IM and Presence
server)）]

Extension Mobility[エクステンションモビリティ]

ユーザの更新
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説明フィールド

ドロップダウンリストから、電話番号、つまり、プレゼン

スエンティティのステータスを監視する BLFプレゼンス
グループを選択します。

[BLFプレゼンスグループ（BLF
Presence Group）]

Cisco Unified Communications Manager Administrationで設定
したすべてのコーリングサーチスペースが [コーリング
サーチスペースの登録（SUBSCRIBECalling Search Space）]
ドロップダウンリストに表示されます。

[コーリングサーチスペースの登録（SUBSCRIBE Calling
Search Space）]では、CiscoUnified CommunicationsManager
がエンドユーザから発行されたプレゼンスサブスクリプ

ション要求をルーティングする方法が決定されます。[コー
ルルーティング（Call Routing）] > [クラス管理（Class
Control）] > [コーリングサーチスペース（Calling Search
Space）]メニューを使用して、コーリングサーチスペー
スをこの目的専用に設定します。

[コーリングサーチスペースの登
録（SUBSCRIBE Calling Search
Space）]

Extension Mobility（EM;エクステンションモビリティ）と
Extension Mobility Cross Clusterのユーザの最大ログイン時
間を、HHH:MM形式で入力して設定します。

値の範囲は、00:01～ 168:00時間です。

例：168:00、25:16、025:16、:30または 00:30

最大ログイン時間(HHH:MM)

CTIに対してこのデバイスの制御と監視を許可する場合は、
このチェックボックスをオンにします。

関連する電話番号が共有回線に指定されている場合、1つ
以上の関連するデバイスで CTIでサポートされているデバ
イスタイプとプロトコルの組み合わせが指定されていれ

ば、このチェックボックスをオンにする必要があります。

[CTIからのデバイスの制御を許可
（Allow Control of Device from
CTI）]

[クラスタ間エクステンションモビリティのCSS（Extension
Mobility Cross Cluster CSS）]設定を有効にする場合に、こ
のチェックボックスをオンにします。この設定は、ユーザ

が EMCCログイン中にこのデバイスプロファイルを選択
した場合に、リモート電話機のデバイスCSSとして使用さ
れます。

[クラスタ間のエクステンション
モビリティの有効化（Enable
ExtensionMobility Cross Cluster）]

[モビリティ情報（Mobility Information）]

モバイルコネクトをアクティブにする場合に、このチェッ

クボックスをオンにします。これにより、ユーザは、単一

の電話番号を使用してコールを管理し、卓上電話と携帯電

話でコールをピックアップまたは管理することができます。

[Mobilityの有効化（Enable
Mobility）]

ユーザの更新
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説明フィールド

ユーザがモバイルボイスアクセス自動音声応答（IVR）シ
ステムにアクセスして、モバイルコネクトコールを起動

し、モバイルコネクト機能をアクティブまたは非アクティ

ブにできるようにする場合に、このチェックボックスをオ

ンにします。

[モバイルボイスアクセスの有効
化（EnableMobile Voice Access）]

このユーザの最大待機時間を最大5桁の数字で入力します。

これは、携帯電話からデスクフォンに転送されたコールを

ユーザがピックアップするまでに許可する最大時間を示し

ます。

[デスクピックアップの最大待機
時間（Maximum Wait Time for
Desk Pickup）]

ユーザに卓上電話からのコールの転送を許可する電話機の

最大数を最大 2桁の数字で入力します。
[リモート接続先の制限（Remote
Destination Limit）]

[ジョブ情報（Job Information）]

ジョブの説明を入力します。[ジョブの説明（JobDescription）]

ユーザの更新ジョブをスケジュールしてすぐにアクティブ

にする場合に、このラジオボタンをクリックします。

[今すぐ実行（Run Immediately）]

ユーザの更新ジョブをスケジュールして後でアクティブに

する場合に、このラジオボタンをクリックします。

[後で実行（このジョブをスケ
ジュールして有効にするには、

[ジョブスケジューラ]ページを
使用します。）（Run Later (To
schedule and activate this job, use
Job Scheduler page.)）]

関連トピック

クエリを使用したユーザの更新（13ページ）
ユーザクエリの更新パラメータの選択（15ページ）

クエリを使用したユーザの更新

この手順を使用して、更新するユーザを特定するクエリを作成します。ユーザを特定したら、

更新するパラメータを選択する必要があります。

始める前に

すべてのユーザを更新する場合は、[検索（Find）]を選択し、クエリは指定しません。

ユーザの更新
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手順

ステップ 1 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] >
[クエリ（Query）]を選択します。

[ユーザの更新クエリ（Update Users Query）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の [電話の検索条件（Find Phones where）]ドロップダウンリストボックスから、次の基
準の 1つを選択します。

•姓

•名

• [ユーザID（ User ID）]

•マネージャ（Manager）

• [部署名（Department）]

• [ホームクラスタが有効（Has Home Cluster Enabled）]

• [ホームクラスタが無効（Does not have Home Cluster Enabled）]

• [IMおよびプレゼンスが有効（Has IM and Presence Enabled）]

• [IMおよびプレゼンスが無効（Does not have IM and Presence Enabled）]

ステップ 3 2番目の [ユーザの検索条件（Find Users where）]ドロップダウンリストから、次の基準の 1つ
を選択します。

•～で始まる

•～を含む

•次の文字列と完全に一致する

•次の文字列で終わる

•空である

•～が空ではない

ステップ 4 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

データベースに登録されているすべてのユーザを検索するには、検索テキストを入

力せずに、[検索（Find）]を選択します。
ヒント

さらにクエリを定義し、複数のフィルタを追加するには、プラス（+）ボタンをク
リックして、ステップ 2～ 3を繰り返します。

ヒント

ステップ 5 [検索（Find）]を選択します。

ユーザの更新
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検出されたユーザのリストが表示されます。[ユーザの更新（UpdateUsers）]ウィンドウには、
選択したユーザの詳細が表示されます。

次のタスク

ユーザの更新パラメータを選択します。

関連トピック

ユーザクエリの更新パラメータの選択（15ページ）
ユーザ更新の設定（9ページ）

ユーザクエリの更新パラメータの選択

更新するユーザを特定したら、次の手順を使用して、それらのユーザを更新するためのパラ

メータを選択して値を定義します。

手順

ステップ 1 [ユーザの更新クエリ（Update Users Query）]ウィンドウで、[次へ（Nex）]を選択します。

クエリのタイプを変更する場合は、[戻る（Back）]を選択します。

[ユーザの更新（Update Users）]に、選択しているクエリのタイプが表示されます。

ステップ 2 更新するフィールドの左側にあるチェックボックスをオンにします。

この選択によって、フィールドの既存の値を上書きするよう BATに指示が出されます。

BATによって、更新チェックボックスをオンにしたフィールドのみ更新されます。（注）

ステップ 3 必要なユーザパラメータを更新します。トピック「ユーザ更新の設定項目」「」を参照してく
ださい。

ステップ 4 [ジョブ情報（Job Information）]領域に、ジョブの説明を入力します。

ステップ 5 ユーザレコードを更新するには、次のいずれかの方法を選択します。

a) すぐにユーザを更新するには、[今すぐ実行（Run Immediately）]を選択します。
b) 後でユーザを更新する場合は、[あとで実行（Run Later）]を選択します。

ステップ 6 [送信（Submit）]を選択します。

この操作で、レコードを更新するためのジョブが作成されます。

[一括管理（Bulk Administration）]メインメニューの [ジョブスケジューラ（Job
Scheduler）]オプションを使用して、このジョブをスケジュールまたはアクティブ
にします。

（注）
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関連トピック

クエリを使用したユーザの更新（13ページ）
ユーザ更新の設定（9ページ）

ユーザの更新関連のトピック
• CSVデータファイルを使用したユーザ情報の更新（1ページ）

•更新中の既存のユーザ情報の保持（2ページ）

• BATスプレッドシートを使用したユーザ更新用 CSVデータファイルの作成（3ページ）

• Cisco Unified Communications Managerディレクトリ内のユーザ情報の更新（8ページ）

•ファイルのアップロードおよびダウンロード
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